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レアアースは半導体材料に不可欠

レアアース輸出禁止の可能性
南
鳥
島
沖
で
試
験
掘
削
開
始

更なる対日圧力に備える

　

「
台
湾
有
事
の
際
、
集
団
自
衛
権
の
行
使
も
あ
り
得
る
」と
い
う
高
市

早
苗
首
相
の
発
言
を
受
け
て
、
中
国
が
日
本
へ
の
圧
力
を
強
め
て
い
る
。

既
に
自
国
民
へ
は
日
本
へ
の
渡
航
自
粛
や
中
国
か
ら
日
本
へ
の
航
空

機
の
減
便
に
踏
み
切
っ
た
が
、
更
に
強
力
な
対
応
措
置
を
取
る
と
な
れ

ば
レ
ア
ア
ー
ス
の
輸
出
禁
止
に
ま
で
踏
み
切
る
可
能
性
が
あ
る
。
中
国

が
こ
れ
ま
で
他
国
へ
の
圧
力
を
強
め
る
な
か
で
幾
度
と
な
く
レ
ア
ア

ー
ス
を
切
り
札
に
使
っ
て
き
た
が
、
日
本
は
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た

め
に
様
々
な
対
策
を
進
め
て
お
り
、
改
め
て
関
連
銘
柄
に
注
目
し
た
い
。

　

「
レ
ア
ア
ー
ス
」
は

レ
ア
メ
タ
ル
の
一
種
で
、

ネ
オ
ジ
ム
（
Ｎ
ｄ
）
や

テ
ル
ビ
ウ
ム
（
Ｔ
ｂ
）
、

ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
（
Ｄ

ｙ
）
と
い
っ
た
１
７
種

類
の
元
素
の
総
称
。
ジ

ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
や
テ
ル

ビ
ウ
ム
は
Ｅ
Ｖ
（
電
気

自
動
車
）
駆
動
用
の
モ

ー
タ
ー
に
組
み
込
ま
れ

る
高
性
能
磁
石
（
ネ
オ

ジ
ム
電
池
）
の
製
造
に

不
可
欠
で
、
そ
の
他
に

も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

な
ど
の
電
子
機
器
な
ど

に
不
可
欠
な
素
材
だ
。

２
０
１
２
年
の
尖
閣
諸

島
を
め
ぐ
る

領
有
権
紛
争

で
、
中
国
が

日
本
に
レ
ア

ア
ー
ス
の
輸

出
を
禁
止
し

日
本
企
業
が

苦
境
に
立
た

さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
。

　

こ
の
教
訓

か
ら
当
時
８

０
～
９
０
％

に
達
し
て
い

た
中
国
産
レ

ア
ア
ー
ス
へ

の
依
存
度
は

現
在
で
は
低

下
し
て
い
る
が
、
更
な

る
依
存
度
低
下
を
進
め

る
べ
く
国
立
研
究
開
発

法
人
・
海
洋
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
）
は
２
０
２
６
年
１

月
に
小
笠
原
諸
島
・
南

鳥
島
（
東
京
都
・
小
笠

原
村
）
沖
で
レ
ア
ア
ー

ス
試
験
掘
削
を
始
め
る

予
定
。
資
源
開
発
で
は

石
油
資
源
開
発
（
１
６

６
２
）
や
東
洋
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
（
６
３
３

０
）
、
古
河
機
械
金
属

（
５
７
１
５
）
な
ど
が

注
目
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、

レ
ア
ア
ー
ス
の
一
種
で

あ
る
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
を

使
用
せ
ず
入
手
が
容
易

で
安
価
な
フ
ェ
ラ
イ
ト

磁
石
を
用
い
た
Ｅ
Ｖ
駆

動
用
モ
ー
タ
を
開
発
し

た
安
川
電
機
（
６
５
０

７
）
な
ど
も
再
度
注
目

さ
れ
る
公
算
が
高
い
。
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12
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

新年の活躍銘柄探る

　

前
週
の
東
京
市
場
は
４
週
ぶ
り
に
反
落
し

ま
し
た
。
日
経
平
均
は
前
の
週
か
ら
１
３
２
９

円
下
落
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
関
連
へ
の
過
剰
投

資
懸
念
か
ら
米
ハ
イ
テ
ク
株
が
軟
調
で
、
Ａ
Ｉ

半
導
体
関
連
株
が
売
ら
れ
、
１
８
日
に
は
４
万

９
０
０
０
円
を
割
り
込
む
場
面
が
あ
り
ま
し

た
。
マ
イ
ク

ロ
ン
の
好
決
算
を
受
け
米

ハ
イ
テ
ク
株

へ
の
警
戒
感
が
和
ら
ぎ
、

日
銀
の
０
．

２
５
％
利
上
げ
は
織
り
込

ん
で
い
た
こ

と
か
ら
週
末
は
４
万
５
０

０
０
円
ま
で

持
ち
直
ま
し
た
が
週
足
は

陰
線
で
す
。

一
方
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
は
一

時
最
高
値
を

更
新
、
Ａ
Ｉ
半
導
体
関
連

に
集
中
し
て
い
た

資
金
が
内
需
株
な
ど
に
シ

フ
ト
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

日
米
中
銀
会
合

を
は
じ
め
年
内
の
重
要
イ

ベ
ン
ト
を
通
過
、

市
場
参
加
者
も
減
る
こ
と

か
ら
、
全
般
は
方

向
感
な
く
動
意
に
乏
し
い

展
開
に
な
り
そ
う
で
す
。
フ
ィ

ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

な
ど
新
し
い
テ
ー
マ
を
中
心
に

新
年
相
場
で
の
活
躍
期
待

銘
柄
を
探
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。  

 

花
咲 

翁

フ
ジ
ク
ラ
が
大
幅
続
伸

み
ず
ほ
証
券
目
標
株
価
引
上
げ

フジクラの日足チャート

　

週
明
け
８
日
、
フ
ジ

ク
ラ
（
５
８
０
３
）
が

大
幅
続
伸
。
み
ず
ほ
証

券
が
５
日
付
で
投
資
判

断
は
「
中
立
」
な
が
ら

目
標
株
価
を
１
万
２
３

０
０
円
か
ら
１
万
８
０

０
０
円
へ
引
き
上
げ
た
。

２
６
年
３
月
期
予
想
は

連
結
営
業
利
益
で
会
社

側
は
１
７
９
０
億
円
で
、

同
証
券
で
は
１
８
０
０

億
円
か
ら
１
９
５
０
億

円
（
前
期
比
４
３
・
９

％
増
）
へ
引
き
上
げ
て

い
る
、

倉
元
製
作
所
ス
ト
ッ
プ
高

　

倉
元
製
作
所
（
５
２

１
６
）
は
ス
ト
ッ
プ
高
。

５
日
引
け
後
、
１
２
月

１
５
日
を
効
力
発
生
日

と
す
る
新
設
分
割
に
よ

り
、
設
立
す
る
子
会
社

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
に
ペ
ロ

ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

事
業
に
つ
い
て
の
権
利

義
務
を
承
継
さ
せ
る
と

発
表
し
た
こ
と
で
、
今

後
の
本
格
的
な
事
業
拡

大
を
期
待
し
た
買
い
を

集
め
た
。
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
事
業
を

子
会
社
に
移
管
す
る
こ

と
で
、
投
資
意
向
の
あ

る
他
企
業
と
の
資
本
提

携
に
よ
り
、
必
要
資
金

を
調
達
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

ココナラ自己株取得

 
 

　

コ
コ
ナ
ラ
（
４

１
７
６
）
が
反
発
。

５
日
の
取
引
終
了

後
、
自
己
株
式
取

得
枠
の
設
定
を
発

表
し
た
。
上
限
３

０
万
株
（
発
行
済

株
式
総
数
に
対
す
る
割

合
１
・
３
%
）
ま
た
は

１
億
円
で
取
得
期
間
は

１
２
月
８
日
～
２
６
年

２
月
２
８
日
。
株
主
価

値
向
上
に
向
け
た
包
括

的
か
つ
継
続
的
な
株
主

還
元
策
の
一
環
。

ＡＩ半導体買い進む
　

９
日
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
（
６
５

２
５
）
、
デ
ィ
ス

コ
（
６
１
４
６
）

や
東
京
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
（
８
０

３
５
）
な
ど
Ａ

Ｉ
半
導
体
関
連

銘
柄
が
買
い
進

ま
れ
た
。
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領

が
米
エ
ヌ
ビ
デ

ィ
ア
製
の
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）

半
導
体
に
つ
い

て
、
中
国
へ
の
輸
出
を

許
可
す
る
方
針
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
明
ら
か
に
し
た
こ

と
を
受
け
て
時
間
外
で

の
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
株
上

昇
か
ら
関
連
銘
柄
に
買

い
が
広
が
っ
た
。
レ
ー

ザ
ー
テ
ッ
ク
（
６
９
２

０
）
は
最
先
端
マ
ス
ク

ブ
ラ
ン
ク
ス
欠
陥
検
査

装
置
／
レ
ビ
ュ
ー
装
置

の
新
製
品
を
発
表
し
た

こ
と
も
支
援
に
な
っ
た
。

ミ
ロ
ク
下
方
修
正
で
赤
字

　

ミ
ロ
ク
（
７
９
８
３
）

が
大
幅
反
落
。
２
５
年

１
０
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
営
業

損
益
で
１
億
円
の
黒
字

か
ら
２
４
０
０
万
円
の

赤
字
（
前
の
期
５
億
１

９
０
０
万
円
の
赤
字
）

へ
下
方
修
正
し
た
。
高

付
加
価
値
製
品
の
割
合

が
予
想
を
下
回
っ
た
。

学
情
39
％
営
業
増
益

　

学
情
（
２
３
０
１
）

が
大
幅
続
伸
。
２
６
年

１
０
月
期
は
連
結
営
業

利
益
で
前
期
比
３
９
・

３
％
増
の
３
２
億
５
０

０
０
万
円
を
見
込
ん
だ
。

国
内
の
人
材
ビ
ジ
ネ
ス

市
場
は
構
造
的
な
人
手

不
足
を
背
景
に
特
に
若

手
人
材
へ
の
需
要
が
拡

大
し
て
お
り
、
転
職
市

場
の
拡
大
が
続
く
。

サ
ン
バ
イ
オ
承
認
変
更

 
 

　

１
０
日
、
サ
ン
バ
イ

オ
（
４
５
９
２
）
が
続
騰
。

厚
生
労
働
省
か
ら
ア
ク

ー
ゴ
脳
内
移
植
用
注
の

製
造
販
売
承
認
事
項
一

部
変
更
が
承
認
さ
れ
、

承
認
条
件
が
変
更
さ
れ

た
と
発
表
し
た
。
薬
価

収
載
の
後
、
発
売
を
予

定
。
外
傷
性
脳
損
傷
に

伴
う
慢
性
期
の
運
動
麻

痺
に
対
す
る
治
療
薬
と

し
て
、
世
界
に
先
駆
け

て
日
本
で
初
め
て
承
認

さ
れ
た
世
界
初
の
脳
を

再
生
す
る
治
療
薬
。
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ロボティク軒並Ｓ高
菊池製、ヒ―ハイス、黒田精など

菊池製作所の日足チャート

 
 

　

１
０
日
、

菊
池
製
作

所
（
３
４

４
４
）
や

ヒ
ー
ハ
イ

ス
ト
（
６

４
３
３
）

黒
田
精
工

（
７
７
２

６
）
の
フ

ィ
ジ
カ
ル

Ａ
Ｉ
・
ロ

ボ
テ
ィ
ク

ス
関
連
の

中
小
型
株
が
軒
並
み
ス

ト
ッ
プ
高
。
菊
池
製
は

ロ
ボ
ッ
ト
・
装
置
関
連

製
品
の
サ
ポ
ー
ト
・
サ

ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
分
野

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
へ
の
包
括
事
業
化
支

援
を
行
い
、
ヒ
―
ハ
イ

ス
ト
は
産
業
機
械
用
直

動
ベ
ア
リ
ン
グ
が
軸
で
、

黒
田
精
工
は
産
業
ロ
ボ

ッ
ト
向
け
直
動
関
連
機

器
を
主
力
と
す
る
こ
と

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。
菊
池
製
作
は
２

０
２
０
年
に
１
２
５
０

円
ま
で
急
騰
し
た
経
緯

も
あ
り
、
目
先
は
１
０

０
０
円
を
意
識
す
る
強

気
な
見
方
も
あ
る
。

ヘ
リ
オ
ス
織
込
み
済
み

　

ヘ
リ
オ
ス
（
４
５
９

３
）
が
急
反
落
。
Ｈ
Ｌ

Ｃ
Ｍ
０
５
１
（
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ｓ 

及
び
脳
梗
塞
急
性

期
）
に
関
す
る
開
発
・

申
請
方
針
を
発
表
し
た
。

Ｒ
Ｄ
Ｓ
治
療
薬
の
開
発

を
優
先
し
て
進
め
る
方

針
で
、
日
本
国
内
で
は
、

２
０
２
６
年
早
期
に
グ

ロ
ー
バ
ル
第
３
相
試
験

治
験
届
の
提
出
を
予
定

し
て
お
り
、
条
件
と
期

限
付
承
認
の
申
請
、
承

認
取
得
、
そ
の
後
の
製

品
販
売
に
向
け
た
準
備

を
継
続
し
て
進
め
て
い

く
が
織
り
込
み
済
と
見

ら
れ
た
。

  

エ
ニ
カ
ラ
ー
増
額
も
Ｓ
安

　

１
１
日
、
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
Ｒ
（
５
０
３
２
）
が

ス
ト
ッ
プ
安
。
２
６
年

４
月
期
の
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結
営
業
利

益
で
２
０
５
億
円
～
２

１
５
億
円
か
ら
２
１
０

億
円
～
２
２
０
億
円
（
前

期
１
６
２
億
７
９
０
０

万
円
）
へ
上
方
修
正
し

た
が
修
正
幅
が
小
幅
に

留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

悲
観
さ
れ
た
。
コ
マ
ー

ス
と
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
当
初
計
画
を
上
回
っ

て
推
移
、
期
末
配
当
も

３
５
円
か
ら
４
０
円
（
前

年
同
期
３
２
円
５
０
銭
）

へ
引
き
上
げ
て
い
る
。

ア
ク
リ
ト
合
弁
先
大
型
契
約

　

ア
ク
リ
ー
ト
（
４
３

９
５
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

合
弁
契
約
先
の
米
Ｆ
ｏ

ｒ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ 

Ｅ
ｄ
ｇ

ｅ―

Ａ
Ｉ
が
米
ミ
サ
イ

ル
防
衛
局
の
上
限
１
５

１
０
億
米
ド
ル
の
大
型

契
約
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
主
導
企
業
（
元
請

け
）
に
選
定
さ
れ
た
と

発
表
し
た
。

https://marketpress.jp/
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12
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 イベント通過で静かな取引か

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は反落しまし
た。米国市場でブロードコムやオラ
クルなどＡＩ半導体関連銘柄が急落
したことが足を引っ張り、日経平均
は５０日線割れで下落トレンドに移
ったようです。一方、ＴＯＰＩＸも反
落とはなりましたが、１５日に最高
値を更新後、２５日線までの押し目
形成で済んでおり、上昇トレンドを
継続しています。
　９～１０日のＦＯＭＣで０．２５％の
利下げ、１８～１９日の日銀会合では０．
２５％の利上げとなりましたが、どちら
も事前に予想された通りの結果で織り込
み済み。今年も立ち合い日数は残すとこ
ろ７日となりましたが、大きなイベント
を通過したことで大納会まで静かな取引
で年の瀬を迎えることになりそうです。
　来年は午年。相場格言からは注意が必
要であり、また、年が改まると物色の流

れも変わるケースが多いため、無
理なポジション構築は避けるべき
でしょう。

米
オ
ラ
ク
ル
株
急
落
を
嫌
気

Ｓ
Ｂ
Ｇ
が
大
幅
続
落

ソフトバンクＧの日足チャート

　

１
１
日
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
グ
ル
ー
プ
（
９
９

８
４
）
が
大
幅
続
落
。

大
規
模
Ａ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ス
タ

ー
ゲ
ー
ト
」
で
連
携
し

て
い
る
オ
ラ
ク
ル
株
が

時
間
外
で
１
０
％
超
急

落
し
て
い
る
こ
と
が
嫌

気
さ
れ
た
。
９
日
ま
で

の
戻
り
の
鈍
さ
か
ら
短

期
的
に
買
い
戻
し
て
い

た
向
き
の
処
分
売
り
も

出
て
い
る
よ
う
だ
。
オ

ラ
ク
ル
は
９
～
１
０
月

決
算
の
ク
ラ
ウ
ド
売
上

高
が
市
場
予
想
を
下
回

り
、
巨
額
の
Ａ
Ｉ
投
資

に
よ
る
負
担
を
警
戒
。

ＭａｃｂｅｅＰ大幅減額
　

週
末
１
２
日
、

Ｍ
ａ
ｃ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ

（
７
０
９
５
）

が
急
落
。
２
６

年
４
月
期
の
業

績
予
想
に
つ
い

て
、
連
結
売
上

収
益
で
６
１
０

億
円
か
ら
５
１

０
億
円
（
前
期

比
１
・
３
％

減
）
、
営
業
利

益
で
５
６
億
円

か
ら
３
７
億
円

（
同
２
８
・
５
％
減
）

へ
大
幅
に
下
方
修
正
し

た
。
上
位
顧
客
の
媒
体

費
高
騰
、
広
告
支
出
抑

制
、
広
告
単
価
見
直
し

な
ど
業
界
固
有
の
状
況

変
化
が
影
響
し
て
い
る
。

ラ
ク
ス
ル
は
Ｍ
Ｂ
Ｏ

　

ラ
ク
ス
ル
（
４
３
８

４
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

非
公
開
化
を
目
的
に
Ｍ

Ｂ
Ｏ
を
実
施
す
る
と
発

表
し
た
こ
と
を
受
け
、

公
開
買
付
会
社
ゴ
ー
ル

ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
系

企
業
が
実
施
す
る
Ｔ
Ｏ

Ｂ
価
格
１
７
１
０
円
に

サ
ヤ
寄
せ
し
た
。
買
い

付
け
期
間
は
今
月
１
２

日
か
ら
来
年
２
月
４
日

ま
で
。
短
期
的
な
業
績

変
動
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
抜
本
的
な
経

営
施
策
を
実
行
す
る
た

め
と
し
て
い
る
。

 

公
開
価
格
36
％
上
回
る

フ
ィ
ッ
ト
ク
ル
の
初
値

　

フ
ィ
ッ
ト
ク
ル
ー

（
４
６
９
Ａ
）
が
東
証

グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
２
２

０
０
円
を
３
６
・
４
％

上
回
る
３
０
０
０
円
で

初
値
を
つ
け
た
。
パ
ー

ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ジ
ム
及
び
パ
ー
ソ
ナ
ル

ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
ス
ク

ー
ル
の
運
営
を
行
う
。

Ｍ
Ｄ
Ｖ
は
Ｔ
Ｏ
Ｂ
伝
わ
る

　

週
明
け
１
５
日
、
メ

デ
ィ
カ
ル
・
デ
ー
タ
・

ビ
ジ
ョ
ン
（
３
９
０
２
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
日
本

生
命
保
険
が
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を

実
施
し
全
株
式
を
買
い

取
る
と
伝
わ
っ
た
。
生

命
保
険
と
の
相
乗
効
果

を
創
出
す
る
こ
と
が
狙

い
。
１
５
日
に
も
公
表

す
る
。
買
収
額
は
最
大

で
６
０
０
億
円
程
度
に

な
る
見
通
し
と
し
て
お

り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
期
待

が
一
気
に
高
ま
っ
た
。

公
開
価
格
42
％
上
回
る

Ａ
ｌ
ｂ
ａ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
の
初
値

　

Ａ
ｌ
ｂ
ａ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

（
５
５
３
７
）
が
東
証
グ

ロ
ー
ス
市
場
に
新
規
上

場
、
公
開
価
格
１
３
０

０
円
を
４
２
・
３
％
上

回
る
１
８
５
０
円
で
初

値
が
生
ま
れ
た
。
同
社

は
流
動
性
が
低
下
し
て

い
る
不
動
産
の
買
取
再

販
事
業
と
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
な
ど
の
不
動
産

関
連
事
業
を
行
う
。

 

ｃｏｌｙディズニーと契約
　

ｃ
ｏ
ｌ
ｙ
（
４

１
７
５
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
ウ
ォ
ル

ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
と
の
取

引
契
約
締
結
を
発

表
し
た
。
１
０
月

６
日
に
開
示
し
た
大
手

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
企
業
と
の
取
引
契
約

締
結
を
明
ら
か
に
し
た
。

の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に

よ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
Ｉ
Ｐ

を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

の
企
画
、
開
発
、
運
営

を
行
い
、
２
６
年
１
月

に
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。
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ＡＩ半導体が値崩す

アドバンテストの日足チャート
　

１
５
日
、

ソ
フ
ト
バ

ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
９

９
８
４
）
、

ア
ド
バ
ン

テ
ス
ト

（
６
８
５

７
）
、
Ｋ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｉ
（
６
５

２
５
）
、

デ
ィ
ス
コ

（
６
１
４

６
）
、
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
（
８

０
３
５
）
や
レ
ー
ザ
ー

テ
ッ
ク
（
６
９
２
０
）

な
ど
Ａ
Ｉ
半
導
体
関
連

銘
柄
が
軒
並
み
値
を
崩

し
た
。
１
２
日
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
は
ブ

ロ
ー
ド
コ
ム
が
１
１
％

を
超
え
る
下
落
と
な
り
、

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
を
含
め

て
Ａ
Ｉ
半
導
体
に
絡
む

銘
柄
が
売
ら
た
こ
と
か

ら
、
東
京
市
場
で
も
連

想
売
り
が
波
及
し
た
。

増
額
で
営
業
益
3.2
倍
大
幅
増
配

ア
セ
ン
テ
ッ
ク
が
Ｓ
高

　
１
６
日
、
ア
セ
ン
テ
ッ

ク
（
３
５
６
５
）が
ス
ト

ッ
プ
高
ま
で
買
わ
れ
た
。

２
６
年
１
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結
売

上
高
で
１
７
０
億
円
か

ら
１
７
５
億
円
（
前
期
比

２
０
・
０
％
増
）
へ
、営

業
利
益
で
２
２
億
円
か

ら
２
７
億
５
０
０
０
万

円
（
同
３
・
２
倍
）
へ
上

方
修
正
、
期
末
一
括
配
当

を
２
３
円
か
ら
３
０
円

（
前
期
１
５
円
）
へ
大
幅

に
引
き
上
げ
た
こ
と
を

好
感
し
た
買
い
を
集
め

た
。
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
サ
ー

ビ
ス
が
想
定
以
上
に
好

調
に
推
移
し
て
い
る
。

 ト
ウ
キ
ョ
ウ
ベ
ス
期
待
届
か
ず

　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
（
３
４
１
５
）
が
大

幅
反
落
。
２
６
年
１
月

期
の
第
３
四
半
期
累
計

（
２
～
１
０
月
）
決
算
を

発
表
、
連
結
営
業
利
益

で
前
年
同
期
比
６
３
・

８
％
増
の
１
０
億
５
５

０
０
万
円
と
な
っ
た
も

の
の
、
市
場
の
期
待
値

に
届
か
ず
悲
観
売
り
を

浴
び
た
。
従
来
の
商
品

構
成
Ｍ
Ｄ
を
４
シ
ー
ズ

ン
Ｍ
Ｄ
（
春
・
夏
・
秋
・

冬
）
か
ら
、
盛
夏
を
加
え

た
５
シ
ー
ズ
ン
Ｍ
Ｄ

（
春
・
夏
・
盛
夏
・
秋
・

冬
）
に
変
更
。
こ
の
新
た

な
盛
夏
Ｍ
Ｄ
の
展
開
に

よ
り
大
き
な
成
果
を
得

て
い
る
。

公開価格5％下回る
ＮＳグループの初値　

Ｎ
Ｓ
グ
ル
ー

プ
（
４
７
１
Ａ
）

が
東
証
プ
ラ
イ

ム
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格

１
４
８
０
円
を

５
・
０
％
下
回

る
１
４
０
６
円
で
初
値

が
生
ま
れ
た
。
同
社
は
家

賃
債
務
保
証
業
を
展
開

す
る
日
本
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
を
傘
下
に
持
つ
待
ち

株
会
社
。

 

ＤＯＷＡ急伸し最高値
大手証券目標株価大幅引き上げ

　

１
７
日
、

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ

ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

（
５
７
１

４
）が
急
伸
、

上
場
来
高

値
を
更
新

し
た
。
１
７

日
付
で
大

和
証
券
が

投
資
評
価

を
「
中
立
」

か
ら
「
強

気
」
へ
、
目

標
株
価
を
４
７
０
０
円

か
ら
７
７
０
０
円
へ
大

幅
に
引
き
上
げ
た
。
Ｐ
Ｇ

Ｍ
や
貴
金
属
価
格
上
昇

に
よ
り
製
錬
事
業
の
収

益
見
通
し
を
増
額
、
資
本

政
策
の
改
善
な
ど
で
株

主
還
元
充
実
の
可
能
性

も
指
摘
し
て
い
る
。

 

Ｅ
Ｒ
Ｉ 

Ｈ
Ｄ
ス
ト
ッ
プ
高

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
６
０
８
３
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
６

年
５
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
売
上

高
で
２
２
７
億
円
か
ら

２
４
０
億
円
（
前
期
比

２
１
・
４
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
２
８
億
円

か
ら
４
５
億
円
（
同
２
・

２
倍
）
へ
上
方
修
正
、

年
間
配
当
で
７
０
円
か

ら
１
１
０
円
（
前
期
比

６
０
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

法
制
度
改
正
で
省
エ
ネ
・

構
造
関
連
の
審
査
業
務

が
拡
大
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り

事
業
領
域
が
拡
大
す
る
。

原
油
関
連
は
先
物
下
落

　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
５
０
２

０
）
や
石
油
資
源
開
発

（
１
６
６
２
）
な
ど
原
油

関
連
が
安
い
。
Ｗ
Ｔ
Ｉ
先

物
１
月
限
は
一
時
５
５

ド
ル
を
割
り
込
み
、
２

１
年
２
月
以
来
の
安
値

に
下
落
し
た
こ
と
で
採

算
悪
化
が
警
戒
さ
れ
た
。

公
開
価
格
9.4
％
上
回
る

Ｓ
Ｂ
Ｉ
新
生
銀
の
初
値

 
 

 
 

　

Ｓ
Ｂ
Ｉ
新
生
銀
行

（
８
３
０
３
）
が
東
証

プ
ラ
イ
ム
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
１
４

５
０
円
を
９
・
４
％
上

回
る
１
５
８
６
円
で
初

値
が
生
ま
れ
た
。
銀
行

と
ノ
ン
バ
ン
ク
の
機
能

を
併
せ
持
つ
総
合
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
。

エ
ー
バ
ラ
ン
ス

不
正
会
計

　

１
８
日
、
Ａ
ｂ
ａ
ｌ
ａ

ｎ
ｃ
ｅ
（
３
８
５
６
）
が

ス
ト
ッ
プ
安
。
第
三
者

委
員
会
の
調
査
結
果
報

告
書
で
、
子
会
社
の
Ｗ

Ｗ
Ｂ
に
よ
る
太
陽
光
発

電
所
建
設
案
件
の
有
償

支
給
取
引
に
つ
い
て
、

単
な
る
誤
謬
で
は
な
く
、

不
正
会
計
処
理
と
評
価

す
べ
き
と
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
経
営
へ
の
不

透
明
感
化
が
売
り
が
か

さ
ん
だ
。

公
開
価
格
13
％
下
回
る

ミ
ラ
テ
ィ
ブ
の
初
値

　

ミ
ラ
テ
ィ
ブ
（
４
７

２
Ａ
）
が
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
８
６
０
円
を

１
２
・
７
％
下
回
る
７

５
１
円
で
初
値
が
生
ま

れ
た
。
同
社
は
ラ
イ
ブ

配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
Ｍ
ｉ
ｒ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ

ｖ
」
の
開
発
・
運
営
、

周
辺
事
業
を
行
う
。
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ＡＩアバターでＩＲ支援
競馬×ＡＩ米子会社にも期待

グ
ラ
ッ
ド
キ
ュ
ー
ブ

（
９
５
６
１
）

３
Ｑ
は
２
ケ
タ
増
収
計
上

グラッドＣの日足チャート

　グラッドキューブ（９５６１）は２０２２
年９月２８日に東証グロース市場に上場、独
自に開発したウェブサイト解析ツール「Ｓｉ
Ｔｅｓｔ」を駆使したマーケティングＤＸ事
業部と「スポーツｘデータｘＡＩ」の力で新
しい価値を創造するテクノロジー事業部の２
本柱で展開している。
　２５年１０月期は第３四半期累計（１～９
月）の売上高で前年同期比１０．８％増収の
１２億８２００万円と２ケタ増収を計上、ネ
ット広告や「ＳｉＴｅｓｔ」のツール販売、
コンサルおよびサイト制作が好調で、計画比
６.６％増と想定を大きく上回り推移。写真と
音声から本人そっくりのＡＩアバターを生成
して “伝わるコンテンツ” を作成するＩＲ動

画生成サービス「Ａ
ｖａＴｗｉｎ」 に
よる革新的なＩＲ

動画も提案し
ている。
　一方、テク
ノロジー事業
部では野球や
サッカーなど

各種スポーツのＡＩによるデータ予想
と解析、試合日程や結果、チーム成績
や選手データなどあらゆる情報を配信
するスパイア「ＳＰＡＩＡ」を提供。「ス
ポーツナビ」へのウィジェット提供や
ＳＰＡＩＡ競馬の「スポーツナビ」な
どでの配信開始により知名度が向上し
ており、今年５月２１日には競馬×Ａ
Ｉによる「グローバル競馬プラットフ
ォーム」構築を軸にした米国子会社「Ｓ
ＰＡＩＡ， Ｉｎｃ．」を設立、将来的に
はグローバ
ルなスポー
ツベッティ
ング市場に
も進出して
いく構想を
持っている。

 Ａ
Ｉ
半
導
体
大
幅
反
落

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
計
画
を
投
資
会
社
撤
退

東京エレクの
   日足チャート

　
１
８
日
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
グ
ル
ー
プ
（
９
９

８
４
）
や
ア
ド
バ
ン
テ

ス
ト
（
６
８
５
７
）
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
（
８

０
３
５
）
な
ど
Ａ
Ｉ
半

導
体
関
連
銘
柄
が
大
幅

反
落
。
オ
ラ
ク
ル
の
１

０
０
億
ド
ル
規
模
の
Ａ

Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
計

画
へ
の
出
資
協
議
か
ら
、

米
投
資
会
社
ブ
ル
ー
・

ア
ウ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
撤
退
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
伝
わ

っ
た
こ
と
を
受
け
、
改

め
て
関
連
銘
柄
に
売
り

圧
力
が
強
ま
っ
た
。
オ

ラ
ク
ル
は
主
要
投
資
会

社
の
撤
退
に
よ
る
資
金

調
達
懸
念
か
ら
、
株
価

が
５
％
超
下
落
、
米
関

連
株
に
売
り
が
波
及
し
、

前
日
の
米
国
株
市
場
で

ナ
ス
ダ
ッ
ク
指
数
が

１
・
８
％
超
の
下
落
に

な
っ
た
。

公開価格61％上回る
辻・本郷の初値

 
 

 
 

　

週
末
1
9
日
、

辻
・
本
郷
Ｉ
Ｔ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
（
４
７
６

Ａ
）
が
東
証
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
市

場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
１
８
５
０
円

を
６
１
・
１
％
上
回
る

２
９
８
０
円
で
初
値
が

生
ま
れ
た
。
同
社
は
各

種
業
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

販
売
導
入
支
援
や
シ
ス

テ
ム
開
発
な
ど
の
Ｄ
Ｘ

支
援
と
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
と
専

門
知
識
を
基
盤
と
し
た

経
理
労
務
代
行
、
専
門

人
材
供
給
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
行
う
。

公
開
価
格
5.2
％
下
回
る

ギ
ミ
ッ
ク
の
初
値

 
 

 
 

　

ギ
ミ
ッ
ク
（
４
７
５

Ａ
）
が
東
証
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
１
１
５
０
円

を
５
・
２
％
下
回
る
１

０
９
０
円
で
初
値
が
生

ま
れ
た
。
同
社
は
患
者

に
最
適
な
医
師
の
選
択

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

情
報
を
網
羅
的
に
集
積

し
た
「
ド
ク
タ
ー
ズ
・

フ
ァ
イ
ル
」
を
中
心
と

し
た
医
療
特
化
型
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
を

行
う
。

公
開
価
格
7.4
％
下
回
る

パ
ワ
エ
ク
ス
の
初
値

　

パ
ワ
ー
エ
ッ
ク
ス
（
４

８
５
Ａ
）
が
東
証
グ
ロ

ー
ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
１
２
２
０
円

を
７
・
４
％
下
回
る
１

１
３
０
円
で
初
値
を
つ

け
た
。
大
型
蓄
電
池
製

造
・
販
売
、
Ｅ
Ｖ
チ
ャ
ー

ジ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ

ー
ビ
ス
展
開
、
船
舶
用

蓄
電
シ
ス
テ
ム
開
発
・

製
造
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
電
力
供
給

を
行
う
。
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

５
万
円
回
復
し
年
末
高
へ

ここからファナックは戻す

　

先
週
の
日
経
平
均
は
米
国
の
ナ
ス

ダ
ッ
ク
市
場
の
大
幅
下
落
の
影
響
を

強
く
受
け
て
、
Ａ
Ｉ
半
導
体
関
連
売

り
か
ら
１
８
日
に
４
万
８
９
４
３
円

ま
で
売
ら
れ
る
場
面
が
あ
り
ま

し
た
ま
し
た
。
し
か
し
、
週
末

に
は
半
導
体
系
銘
柄
を
買
い
戻

す
動
き
が
み
ら
れ
、
戻
す
動
き

に
は
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
半
導
体
系
の
中
心
銘
柄

の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

（
９
９
８
４
）
は
１
２
月
２
日

の
安
値
１
万
５
６
７
０
円
を
割

り
込
む
１
万
５

５
４
０
円
ま
で

売
ら
れ
ま
し
た

が
、
１
万
７
０

０
０
円
台
を
回

復
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ナ
ッ
ク

（
６
９
５
４
）

も
５
７
０
０
円

で
は
抵
抗
す
る

動
き
に
転
じ
て
い
ま

す
。
ナ
ス
ダ
ッ
ク
市

場
の
大
幅
下
落
で
半

導
体
系

は
下
落

幅
を
大

き
く
し

た
の
で

す
が
、

こ
れ
は
ク
リ

ス
マ
ス
を
前

に
し
て
利
益

確
定
を
急
い

だ
こ
と
が
下
落
に
拍
車
を
か
け
た
と

み
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
は
マ
イ
ク

ロ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
予
想
を
上

回
る
好
決
算
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
１
月
の
米
国
Ｃ
Ｐ
Ｉ

（
消
費
者
物
価
指
数
）
が
２
・
７

％
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
予
想
の

３
・
１
％
を
下
回
っ
た
こ
と
で
１

月
の
利
下
げ
が
再
び
論
議
さ
れ
る

と
期
待
が
高
ま
っ
て
、
ナ
ス
ダ
ッ

ク
の
下
げ
止
ま
り
を
後
押
し
し
て

い
ま
す
。
大
幅
戻
り
を
押
し
た
と

い
え
ま
す
。

　

日
銀
の
金
融
政
策
決
定
会
合
も

通
過
し
た
こ
と
で
一
連
の
懸
念
材

料
が
後
退
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
週
に
は
日
経
平
均
は
５
万

円
台
に
復
活

し
そ
う
で
す
。

　

フ
ァ
ナ
ッ

ク
以
外
の
注

目
銘
柄
は
不

二
製
油
（
２
６

０
７
）
、
東
京

電
力
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
９

５
０
１
）
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
（
９
０

２
０
）
、
神
戸

物
産
（
３
０
３

８
）
で
す
。

https://marketpress.jp/
https://marketpress.jp/
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※チャートは日足

 
チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落

任天堂（７９７４）

伊藤忠商事（８００１）日本精工（６４７１）

野村マイクロ（６２５４）

　メモリー市況高騰によるコスト急増でス
イッチ２の生産に暗雲が立ち込める。１１
月下旬までの１万３０００円台揉み合いか
ら１９日に１万６５０円まで急落。４１２
万株超の買い残も重石で１万円割れが視野。

　１２日に上場来高値９８９９円を付けた
あと２５日線レベルまで押し目を入れスピ
ード調整完了。信用買い残の整理も進み、
大勢上昇トレンドのなか、高値奪回から再
び青空相場へ。

　１１月４日に戻り高値４１５５円を付け
たあと５日線に上値を抑えられ下値模索が
続く。底割れ状態で５２週線も割り込む。
押し目買いに積み上がった信用買い残が重
しで、まだ下げ止まる気配はない。

　１２月１１日に９８３．５円の高値を付
けた後に調整も２５日線の９２８円手前で
下げ止まる。買い残も１４万株調整減少で
見直すタイミングか。高値奪回から２１年
以来の四ケタ奪回に期待したい。
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株街往来
星野三太郎の

～膨大な電力消費～
 

　

大
納
会

に
日
経
平
均
が
５
万
円
に
乗

せ
て
引
け
る
か
と
ど
う
か
は

微
妙
に
な
っ
て
き
た
が
、
年

初
に
３
万
円
だ
っ
た
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
今
年
は
か
な

り
強
い
１
年
だ
っ
た
。
そ
の

上
昇
を
牽
引
し
て
き
た
の
は

Ａ
Ｉ
関
連
銘
柄
だ
が
、
膨
大

な
電
力
消
費
量
な
ど
負
の
部

分
が
問
題
視
さ
れ
、
流
石
に

値
幅
を
伴
っ
た
調
整
を
す
る

銘
柄
も
増
え
て
き
た
。

　

電
力
消
費
量
と
い
え
ば
電

気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
も
同
じ
。
化
石
燃
料
を
使
わ
ず
に
エ

コ
ロ
ジ
ー
と
は
い
う
が
、
充
電
す
る
電
気
の
発
電
に
火
力

を
使
っ
て
い
て
は
本
当
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
は
言
え
る
の
か

は
疑
問
だ
し
、
新
設
さ
れ
る
発
電
所
が
原
発
で
は
、
事
故

時
の
リ
ス
ク
や
核
廃
棄
物
の
処
理
が
問
題
に
な
る
。
Ａ
Ｉ

に
よ
り
労
働
コ
ス
ト
が
改
善
さ
れ
た
り
、
Ｅ
Ｖ
で
ガ
ソ
リ

ン
を
使
わ
な
く
な
っ
た
と
利
用
者
は
思
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
自
己
満
足
に
過
ぎ
な
い
。

　

そ
れ
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
電
力
は
ど
の
よ
う

な
形
で
発
電
し
て
い
る
の
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
膨
大
な
電
力
消
費
が
環
境
破
壊
に
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
見
つ
め

直
す
必
要
が
あ
る
。

行
き
過
ぎ
た
Ａ
Ｉ
投

資
や
Ｅ
Ｖ
の
過
剰
生

産
は
一
度
立
ち
止
ま

っ
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

「焼酎ハイボール」
〈強烈コーラ割り〉

「焼酎ハイボール」〈強烈コーラ割り〉

超強炭酸の飲みごたえ宝 

酒 

造

 

　宝ホールディングス
（２５３１）傘下の宝酒
造は、“タカラ「焼酎ハ
イボール」〈強烈コーラ
割り〉”を、数量限定で
発売している。焼酎ハ
イボール宝焼酎ならで
はの飲みごたえと、キ
レ味爽快で辛口な味わ
いに加え、糖質ゼロ・
プリン体ゼロ・甘味料

ゼロといった機能面でも好評を得ている。
　強烈コーラ割りは、強炭酸が特長のタカラ

「焼酎ハイボール」の中で、最も強い炭酸が楽し
める「強烈シリーズ」の数量限定フレーバー。大
衆酒場では、甲類焼酎を“壜入りコーラ”で割
った飲み方が人気を博している。強烈コーラ割
りは、特製スパイスエキス由来の爽やかな香り
と、“壜入りコーラ”を彷彿とさせる、超強炭酸
の飲みごたえが特長。参考小売価格（消費税抜
き）は３５０ｍｌ／１５９円、５００ｍｌ／２
１７円。

麻辣湯

香る五香粉が食欲そそる
「魅惑の五香麻辣湯」期間限定

大
阪
王
将

　イートアンドホー
ルディングス（２８
８２）グループの大
阪王将は、餃子専門
店「大阪王将」で、「魅
惑の五香麻辣湯」を
期間限定で発売して
いる。
　豚肉と白菜・小松
菜・青梗菜・人参・
キクラゲなどたっぷ
りの野菜を加え、大
阪王将で人気の大粒
水餃子を特製スープ

で合わせて、豚の旨みをベースにフワっと香
る五香粉が食欲をそそる味わい。お好みで選
べるのは、麺の種類と辛さ。麺は春雨と中華
麺の２種類から、辛さは３段階から選べる。
ボリュームアップしたい場合は、えび、豚肉、
水餃子をお好みでトッピング追加が可能。自
分好みにカスタマイズする楽しさと、そのま
までもおいしく味わえる一杯。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。              

「管理された低金利」維持
０．２５％利上げの意味と成長相場

内
需
、
Ａ
Ｉ
半
導
体
な
ど
再
評
価

ソニーグループの日足チャート

　１９日の
日銀金融政
策決定会合
では、政策
金利が０．
２５％引き
上げられ０

.７５％となった。一方で注目されたのが、高市
総理が植田日銀総裁に対し「景気とインフレの
両方をしっかり見て判断してほしい」と発言し
たとされる点だ。この言葉は単なるリップサー
ビスではなく、積極財政によって芽吹き始めた
景気を、拙速な利上げで冷やしたくないという
明確な政治的意思表示と捉えるべきだろう。
　もっとも、高市政権は今回の０．２５％利上
げ自体を止める構えではない。石破政権時代に
「金利正常化」が既定路線として閣議決定され、
市場もそれを前提に織り込んできた経緯がある
ためだ。今回の利上げは、過去の政策判断を整
理するための「最小限の調整」にすぎず、ここ
から連続的な利上げが始まると見るのは早計で
ある。
　今後の焦点は、高市政権と日銀の力関係だ。
高市政権は名目ＧＤＰ拡大と実質賃金上昇を最
優先に掲げ、金融政策には成長を下支えする役
割を求めている。一方の日銀も、異次元緩和か
らの出口を意識しつつ、足元のインフレがコス
トプッシュ型であり、賃金と需要の好循環が十
分とは言えない現実を理解している。結果とし

て日銀は、
「利上げは
できても、
続けること
は難しい」
立場に置か
れる可能性
が高い。
　来年にか
けた政策金
利のメイン
シナリオは、
０．７５％
での据え置
きだ。仮に
追加利上げ
があるとし
ても、賃金
と成長が明
確に確認された場合に限られ、上限は１．
００％程度にとどまるだろう。利上げに
よる景気減速や財政負担増が意識されれ
ば、追加利上げは断念される可能性もあ
る。国債市場は金利上昇は利払い費の増
加を通じて財政余地を圧迫する。積極財
政を掲げる高市政権にとって、金利上昇
は政策の自己否定につながりかねない。
　そのため、長期金利は１％台前半で管
理され、日銀も「管理された低金利」を
維持する公算が大きい。株式市場にとっ
て今回の利上げは悪材料の出尽くしとな
りやすい。銀行株は金利正常化を織り込
み済みである一方、積極財政の恩恵を受
ける内需株や、利上げ一巡が追い風とな
るＡＩ・半導体などの成長株が再評価さ
れやすい。市場は「次の利上げ」ではな
く、「利上げが止まる世界」を織り込み
始めるだろう。
　潮流銘柄はソニーグループ（６７５８）、
トヨタ自動車（７２０３）、オリックス（８
５９１）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経平均の週足チャート

ＴＯＰＩＸの日足チャート

世界はＸマス休暇

13
週
線
割
れ
な
け
れ
ば
上
昇
継
続

指
数
よ
り
個
別
株
へ

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
３
２
９
円
安
と
な
り
４
週
ぶ

り
に
反
落
、
週
足
陰
線
と
な
っ
た
。

　

Ａ
Ｉ
関
連
株
の
動
き
が
弱
く
日

経
平
均
は
大
幅
安
と
な
っ
た
が
、
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
は
月
曜
日
に
史
上
最
高

値
を
更
新
し
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
関
連
株

か
ら
内
需
株
へ
の
シ
フ
ト
が

行
わ
れ
、
投
資
家
の
大
き
な

資
金
流
出
と
は
な
っ
て
い
な

い
。

　

注
目
の
日
銀
金
融
政
策
決

定
会
合
で
は
１
９
日
に
政
策
金
利

の
０
・
２
５
％
引
き
上
げ
を
決
め

た
が
市
場
に
は
織
り
込
ま
れ
て
お

り
、
発
表
も
波
乱
要
因
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。
今
回
の
利
上
げ
は
「
市

場
と
の
対
話
」
が
非
常
に
ス
ム
ー

ズ
に
い
っ
た
例
で
あ
ろ
う
。
利
上

げ
は
来
年
も
続
く
見
通
し
だ
が
、

市
場
と
の
対
話
を
重
視
す
る
植
田

総
裁
の
下
で
な
ら
波
乱
は
な
さ
そ

う
だ
。

　

今
週
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

通
過
で
出
尽
く
し
感
が
漂

う
方
向
性
に
欠
け
る
展
開

と
な
ろ
う
。
世
界
は
ク
リ

ス
マ
ス
週
を
迎
え
、
週
末

に
か
け
市
場
が
休
場
に
な

る
国
が
多
い
。
そ
の
た
め

個
別
株
物
色
の
動
き
に
な

る
と
思
わ
れ
、
指
数
は
方

向
感
に
欠
け
る
だ
ろ
う
。

　

日
経
平
均
は
５
日
移
動
平
均
線

（
４
万
９
５
１
４
円
処
）
や
２
５
日

移
動
平

均
線
（
４

万
９
８

１
６
円

処
）
を

週
末
に

下
回
っ

て
引
け

て
い
る

が
、
１

３
週
移

動
平
均

線
（
４

万
９
１

４
４
円

処
）
が
下
値
抵
抗
ラ
イ
ン
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
る
。
１
３
週
移
動

平
均
線
を
引
け
値
で
下
回
っ
て
引

け
な
い
限
り
は
上
昇
相
場
は
継
続

し
て
い
よ
う
。

　

ま
た
、
最
近
は
ボ
リ
ン
ジ
ャ
ー

バ
ン
ド
の
▼
２
σ
（
４
万
８
５
１
４

円
処
）
と
△
２
σ
（
５
万
１
２
８
２

円
処
）
内
で
推
移
し
て
お
り
バ
ン

ド
も
収
斂
傾
向
に
あ
る
。
今
週
は

ボ
リ
ン
ジ
ャ
ー
バ
ン
ド
の
△
１
σ

（
５
万
０
５
９
０
円
処
）
と
▼
１
σ

（
４
万
９
２
０
６
円
処
）
の
間
で
推

移
す
る
と
予
想
す
る
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
４
万
９
２
０

０
円
～
５
万
０
５
０
０
円
を
想
定

す
る
。　
　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、、

、
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相場見通し

新
年
へ
向
け
銘
柄
選
別

Ｘ
マ
ス
休
暇
入
り
で
小
動
き
か
？

 

　

１
２
月
第
３
週

の
東
京
市
場
は
米

国
で
の
相
次
ぐ
経

済
指
標
発
表
や
日

銀
金
融
政
策
決
定

会
合
へ
の
警
戒
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
場
で
の
テ
ッ
ク
関
連
売
り

か
ら
１
８
日
に
は
４
万
９
０
０

０
円
を
割
れ
る
展
開
に
な
っ
た

が
、
週
末
１
９
日
に
日
経
平
均

は
４
万
９
５
０
０
円
台
ま
で
戻

し
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
に
絡
む
テ
ッ
ク
関
連
に

つ
い
て
は
世
紀
の
空
売
り
帝
王

と
言
わ
れ
る
マ
イ
ケ
ル
・
バ
ー

リ
氏
が
「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
は
次

の
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
で
消
え
る

運
命
に
あ
り
、
膨
大
な
資
金
を

流
出
さ
せ
て
い
る
」
と
批
判
的

な
コ
メ
ン
ト
を
し
た
こ
と
で
衝

撃
が
走
っ
た
。
し
か
し
、
半
導

体
製
造
装
置
大
手
マ
イ
ク
ロ
ン

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
第
１
四
半
期

で
前
年
同
期
比
５
６
・
７
％
の

大
幅
増
収
と
強
気
の
見
通
し
を

発
表
し
た
こ
と
で
ハ
イ
テ
ク
全

般
へ
の
懸
念
は
後
退
し
た
。
Ａ

Ｉ
サ
ー
バ
ー
向
け
の
需
要
急
増

に
よ
る
メ
モ
リ
ー
価
格
の
驚
異

的
高
騰
か
ら
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
各

社
は
大
幅
な
値
上
げ
を
告
知
し

て
い
る
。
半
導
体
関
連
大
手
は

大
幅
増
産
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
メ
モ
リ
ー
製
造

会
社
を
中
心
に
業
績
拡
大
へ
の

不
安
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
日
銀
金
融
政
策
決
定

会
合
で
は
予
測
通
り
、
０
・
７

５
％
へ
の
利
上
げ
を
実
施
し
、

１
９
日
引
け
後
の
会
見
で
植
田

総
裁
は
目
標
の
中
立
金
利
に
つ

い
て
明
言
を
避
け
、
慎
重
か
つ

機
動
的
に
対
応
す
る
と
発
言
し
、

日
銀
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

の
不
安
は
後
退
し
た
。

　

先
週
は
新
規
上
場
が
６
銘
柄

で
大
型
上
場
が
相
次
い
だ
こ
と

や
税
金
対
策
の
売
り
も
断
続
的

で
て
い
た
が
、
そ
れ
も
峠
を
超

え
た
よ
う
だ
。
日
経
平
均
Ｖ
Ｉ

も
３
０
を
超
え
て
い
た
が
、
１

９
日
大
引
け
時
点
で
２
７
・
３

１
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
過
度

な
警
戒
は
無
く
な
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場

は
先
物
決
済
日
で
あ
る
ク
ワ
ド

ル
プ
ル
・
ウ
ィ
ッ
チ
ン
グ
を
通

過
し
、
需
給
面
を
含
め
て
一
連

の
イ
ベ
ン
ト
は
通
過
し
た
。
今

週
は
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
突
入
か

ら
売
り
買
い
と
も
欧
米
投

資
家
の
売
買
は
減
少
す
る

と
思
わ
れ
大
き
な
株
価
変

動
は
な
い
と
見
る
。
指
数

的
に
は
小
動
き
が
予
想
さ

れ
る
が
、
日
経
平
均
が
５

万
円
前
後
を
維
持
す
れ
ば
、
ク

リ
ス
マ
ス
休
暇
明
け
か
ら
新
年

相
場
に
向
け
て
仕
切
り
直
し
の

を
期
待
し
た
い
。

　

個
別
で
は
Ａ
Ｉ
関
連
の
半
導

体
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
を
筆
頭

に
今
年
の
相
場
を
け
ん
引
し
た

銘
柄
の
選
別
し
た
い
。
１
２
月

末
が
終
わ
れ
ば
第
３
四
半
期
決

算
接
近
か
ら
業
績
面
で
の
再
点

検
も
必
要
だ
ろ
う
。
個
別
で
は

日
本
マ
イ
ク
ニ
ク
ス
（
６
８
７

１
）
や
キ
オ
ク
シ
ア
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
２
８
５
Ａ
）
、
フ

ァ
ナ
ッ
ク
（
６
９
５
４
）
な
ど
。

当面のスケジュール

 

・23日 米7-9月期ＧＤＰ速報値
　　　 米11月鉱工業生産・設備稼働率
・24日 10月29・30日開催の日銀金融政策決
　　　 定会合議事要旨
　　　 11月企業向けサービス価格指数
・25日 11月全国百貨店売上高
　　　 英欧米アジア各国クリスマス休場
・26日 11月失業率・有効求人倍率、12月東
　　　 京都区部消費者物価
　　　 11月商業動態統計、11月鉱工業生産
　　　 英欧アジア各国ボクシングデー休場
・29日 12月18・19日開催の日銀金融政策決
　　　 定会合の「主な意見」
・30日 大納会
・31日 ガソリン税の旧暫定税率を廃止
　　　 中国12月製造業ＰＭＩ、中国12月非
　　　 製造業ＰＭＩ,中国12月コンポジッ
　　　 トＰＭＩ
　　　 12月9・10日開催のＦＯＭＣ議事録

編 

集 

後 

記

　

安
倍
元
首
相
銃
撃
、
山
上
被

告
に
無
期
懲
役
が
求
刑
さ
れ
た
。

検
察
は
善
悪
の
判
断
で
き
る
社

会
人
で
あ
り
、
被
告
の
生
い
立

ち
に
関
係
は
な
い
、
社
会
を
変

革
す
る
た
め
で
も
暴
力
行
為
は

法
治
国
家
で
は
許
さ
れ
な
い
と

求
刑
の
妥
当
性
を
強
調
し
た
。

た
だ
、
旧
統
一
教
会
に
翻
弄
さ

れ
、
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
ら
れ
た

被
告
の
悲
惨
な
半
生
に
同
情
す

る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
事
件
が

社
会
に
与
え
た
影
響
も
含
め
、

裁
判
員
は
難
し
い
判
断
に
迫
ら

れ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

株
式
市
場
で
は
Ａ
Ｉ
半
導
体

相
場
が
難
し
い
局
面
を
迎
え
た
。

個
別
に
状
況
を
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
よ
う
だ
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


